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百戦錬磨！鎌先生のサイト！

☆新コーナーをご紹介いたします。
《与える生活から世界平和へ》
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お父さんがんばって！ 愛国心は、郷土愛は地域を美化する事から！！！

地域清掃を始めませんか！

生長の家相愛会東京第一教区IT対策部/環境対策部発行
環境問題と云っても突然日本
を取り巻く、外交の環境が、
厳しいものとなりました。
と云うより、平和に慣れ切
って、そんな環境に気付か
なかったと云う方が正解だ
と思われます。世界は動い
ています。

　　　相愛会環境対策編集部 平成18年7月8日発行.第63號
《東京第一教区》http://homepage3.nifty.com/souaikai-tokyo/
《現代は親子の会話が大切な時代。そして次に大切な事は親子で環境を語る事では無いでしょうか。》

エコちゃんの《かんきょうガイ
ド旅行/全国へ、世界へ！！》

《環境》
「博士。七夕の
　季節ですね。」
「うん。七夕の星
も最近都市部では
壊滅的に肉眼では厳しいね。」
「はい。ところで夏ですが、一
般参加型の取り組みも増えてい
ます。」「はい。」
「日田市の小中高校生が参加す
る「森の体験活動」の授業が同
市小野の山林で行われました。
２年にわたり環境問題の教育を
行い、環境問題の意識を高める
目的でした。
県教委主催のエコスクールで、
環境や演習林実習を地元高校林
業科１年３６名と小学生４～６
年２７人、中学１年２０人が参
加。小中高生混成の班を編成、
森林インストラクターの神川さ
ん（６３）が「森林の豊かな植
生を体験し、自然の大切さ、環
境保護への関心を高めて」
と講話。その後、渓谷や林道に
分け入り体験の始まり。
和紙原料のコウゾ・ミツマタ、
栽培シイタケの原木クヌギ、繊
維の原料、カラムシの有用林を
見学。
「日本の国土を支
える林業も何とか
せんといかんな。」
《環境》
「最近、日本の捕鯨問題が、多
くの国で少しづつ理解されて来
ましたが、鯨等の海洋生物が環
境変化に馴染めなかったり、人
間社会による環境異変で、異常
行動を起こす事が話題になって
います。」

「そうだね。」
「音波探知機（ソナー）が鯨など
海洋生物に深刻な影響を与え、環
境保護団体がアメリカ海軍に、実
施中の環太平洋合同演習（リムパ
ック）のソナー使用禁止を要求。
保護団体と海軍は
ソナーの使用海域
を制限し、付近海
洋生物に配慮で合意。
北西ハワイ諸島一帯の海洋保護
区から４５キロ以内で、ソナー
を使用しない計画です。」
「良かったね。でも鯨は…味も
魅力だね。」「博士。」
「はいはい。」
《環境》
「またまた、若者の話し。」
「おっ。嬉しいね。」
「ごみのない日本一美しい城下町
を目指して、萩市は９日、早朝か
ら市民総出で河川や海岸を一斉に
清掃を実施したそうです。一昨年
から小中学生も参加、大体１万５
０００名の参加です。
小雨でも決行。雨天の場合順延。」
「宜しいですね。」
「清掃箇所は松本川、橋本川、藍
場川、菊ケ浜海岸、越ケ浜海岸、

浜崎海岸、計３２カ所。燃やせる
ごみと、燃やせないごみに分別し
て処理。」「良い教育だね。」
《エネ》
「エネルギーで良い話題です。」
「待ってました。」
「東京電力が、一般家庭、中小
のビル・店舗排出の二酸化炭素
を削減するため実施しの省エネ支
援策「ＥＣＯサポートプラン」が
進展している。省エネ実施の家庭
や事業者に現金で援助する制度。
2004年度に始まったものです。

０５年度の実施件数は前年度比８
１％増でほぼ倍増し、二酸化炭素
削減量は52％増のでした。
是は工場などの産業部門や運輸部
門より削減対策が進まない家庭、
商業部門を援助の目的で始まった
ものです。
家庭には、二酸化炭素排出が少な
い電気給湯機「エコキュート」を購
入の家庭に１台５０００円支給。
省エネ改修工事を実施した中小
企業は、改修による二酸化炭素
削減量１トン当たり６００円を
５年間、毎年支給する予定だそ
うです。また東電は、同プラン
の支援金と同額の資金を森林保
全活動等に別途拠出支援の予定
だそうです。」「嬉しいね。」
「一般家庭から排出される二酸
化炭素は年５５００キログラム
位で、エコキュートの導入で５
００キログラム程削減可能。」

お 知 ら せ
二十一世紀を迎えた今、世界は混
沌とした様を現しています。多く
の人がより安定した恒久平和な世
界を望んでいます。
こんな時代、世の中の希望に応え
られるのは、万教帰一、人間神の
子、巨きな視点から大調和の世界
を説かれた生長の家の国際平和運
動と云えましょう。
今秋、平成十八年度生長の家相愛
会東京第一教区大会が開催されよ
うとしています。
平成十八年九月二十四日（日）十
三時から、生長の家の真理の講話
を直接お聞き出来る機会です。
JR大塚徒歩０分↓

明るく　楽しく　力強く
相愛会東京第一教区
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